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吉田　実加

私は、１１月２８日から１２月１日までの４日間、函館の花びしホテルで開催された第２９回情報理論とその応用シンポジウムに参加してまいりました。

１日目は、午後から若手研究者のためのチュートリアルに出席しました。

そこでは、４名の研究者による各５０分の最新の情報理論や応用のアプローチについての講演がなされました。中でも落合さんのレベル交差問題の応用の話はとても興味深く聞くことができました。

２日目は、午前、午後を通じてスペクトル拡散のセッションに参加しました。午後には、私もこのセッション内において口頭発表を行いました。また夜は、LDPC符号の平均重み分布というワークショップに出席しました。

３日目は、午前にデータ圧縮と通信方式のセッション、午後は通信方式のセッションと特別講演に参加しました。特別講演は、開催地に合わせた、「日本の開国と箱館」という歴史の話でした。

最終日の４日目は午前のみのスケジュールでしたので、通信方式のセッションに参加しました。シンポジウムを通じて、最新の通信方式のアルゴリズムや応用の話を聞くことができ勉強になりました。人の研究を直接聞けたことと、同じような研究を行っている人に会えたことが非常に良い刺激になったと思います。

また、この会では全体的に実用で使えるデータやシミュレーションが好まれる傾向にあると感じました。

私の発表についてですが、「スパースな拡散符号を持つＣＤＭＡマルチユーザー復調器の解析」という題目で発表を行いました。発表したスペクトル拡散のセッションは比較的通信理論系の内容が強かったのですが、私は少し統計力学的手法による結果の導出の部分に力を入れすぎたプレゼンとなったので、結果的に聴衆の興味をそぐことになってしまったことに反省をしております。発表する場に合わせて、プレゼンの見せ方を変えることの必要性を実感しました。発表後の質疑応答で、我々が周波数ホッピングCDMA方式を簡単化したモデルにおいて解析計算で導出した性能評価指標の数値計算の結果が、もとの周波数ホッピングCDMA方式のシミュレーションとどのくらい一致しているかを調べたのかという質問がでました。これは、まだ行っていなかったので今後の課題にしたいと考えています。また、モデルの簡単化の段階でもう少し作為的な形を与えることで、性能が向上する結果が得られるのではないかという指摘を受けました。これについても調べてみたいと考えています。

